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	厄を祓い、心身を整え、日々の安寧を祈る社
	溝旗神社
	御祭神
	素戔嗚尊（牛頭天王）・天照大神
	御神徳
	厄除・八方除・病除・縁結び
	素戔嗚尊


	「天王坊さん」と
	呼ばれた神社
	疫病を鎮め、災いを祓う祈り。

	名を変え、
	戦火を越えて
	溝旗という名の由来
	近代の造営と戦火
	伊東忠太

	今も続く、

	厄除の祈り
	人々の暮らしとともに、これからも。
	ちょうちん祭
	旧暦六月十五日には「ちょうちん祭」を斎行します。
	ご祭神が退治した八岐大蛇の目に見立てた赤丸ちょうちんを持ち
	参拝する祭りとして受け継がれています。
	災いを退ける目印として、ちょうちんは軒先や玄関に吊すとされ、夏の雷除けとされています。
	蘇民将来の護符
	お月夜参り
	石竹の神紋
	これからも、人々の暮らしのそばに。



